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函南高架橋の位置函南高架橋の位置

伊豆中央道

静岡県施工区間 塚本～函南町

Ｌ＝2.2km
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函南高架橋の計画路線函南高架橋の計画路線

市街地（人口集中地区)を横断

病院、学校、住宅地、商業施設

軟弱地盤上の構造物

路線の特徴
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直線部（２３径間連続鋼コンクリート合成桁）

跨線橋

曲線部

函南高架橋

国
土
交
通
省
施
行
区
間平面図

側面図

函南高架橋の計画と進捗函南高架橋の計画と進捗

（５径間連
続鋼箱桁）
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函南高架橋の函南高架橋の断面断面図図

下部工高：

6.4～13.9m

杭長：35～58m

路面から

12m～14m

・鋼２３径間連続合成床版少主鈑桁橋
L=1246.5ｍ、下部工＝２４基、BOX擁壁

・鋼５径間連続合成床版箱桁橋
L=343.5ｍ 下部工＝４基

500

Ｎ値
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函南高架橋の現況
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函南高架橋の現況
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函南高架橋の現況



9

ＣＭ対象事業の概要と課題ＣＭ対象事業の概要と課題

対 象 ： ① 函南高架橋、 ② 函南・三島バイパス（平面街路）
詳細設計 ： ① 国土交通省、 ② 静岡県
施 工 ： ① ②とも静岡県
予定工期 ； 第二東名の開通を踏まえて決定
維持管理 ： 竣工後は国土交通省
発注形態 ： 分離・分割発注（上部工・下部工で１６工区予定）

事
業
の
概
要

● 橋梁完成までの工期が短期間
● 複数工事が同時稼動するため、 工程調整が難しい
● 新技術へ対応できる高度な技術や知識、豊富な経験等が必要

・回転圧入式鋼管杭の採用
・国内に例を見ない23 径間連続合成桁の採用
・伊豆箱根鉄道と交差する跨線橋建設を伴う
・市街地での施工のため、振動・騒音を抑える

● 分離・分割発注の中で品質・出来形等の確保が必要
● 設計者（国土交通省）との協議・調整等が必要

事
業
推
進
上
の
課
題
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函南高架橋函南高架橋 ＣＭの概要ＣＭの概要

事業の円滑な推進

ＣＭの目的

●事業関係者間の調整等

● 技術的課題への対応

●安全確保

●品質確保

●工程管理

●コスト縮減

発注者を支援

● 複数の工区が同時稼働
● 工期が短く、人手不足
● 住宅密集地での新工法
の採用

事業の課題
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ＣＭの実施内容ＣＭの実施内容

２．技術的課題への対応
・新技術採用上の課題対応
・事前の課題抽出、情報収集
・発生問題への技術対応

３．安全管理
・施工計画書の照査、助言
・現場立会時の安全対策の確認
・安全パトロールへの随行
・Qubeによる安全関連情報の提供

４．品質管理
・施工計画書の照査、助言
・品質の確認（材料、施工）
・Qubeによる立会確認情報等の提供

５．工程管理
・施工計画書の照査、助言
・Qubeによる全体工程情報の提供

６．コスト管理
・施工計画書の照査、助言
・ＶＥ提案および成果の評価
・新技術、施工技術に関する情報収集
（事前、事後）

１．事業関係者間の調整
・国土交通省との協議補助
・設計変更時の対応検討
・全体連絡調整会議のサポート
・情報共有システム(Qube)導入による
会議開催案内、休日作業届の提出



12

ＣＭの進め方ＣＭの進め方

・本事業のような工事での採用事例はない
・効果的なＣＭの実施方法等は未確立

発注者支援に向けた
ＣＭの現状

○事業全般にＰＤＣＡ手法を取り入れる

（立案（Plan）、実行（Do）、評価（Check）および改善（Action）を継続的に
繰返す）

○発注者とともにＣＭのあり方を検証しながら業務を推進

・ 有識者など第三者を交えた検討会議等を企画

・ ＣＭの取組状況や成果について検証

○各種情報を一元的に管理して合理化を進める（Qubeの開発）
○想定される課題を事前に抽出し、関連する情報を収集して未然に防ぐ手立て

を講じる

○発生した問題に対しては迅速・適切な技術的サポートを行う（専門スタッフ）

本業務におけるＣＭの実施方針
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ＣＭの構成ＣＭの構成

発 注 者（静岡県）

指示、通知協議、報告、

提出、助言

社団法人日本建設機械化協会

施 工 技 術 総 合 研 究 所

・全体管理

・国土交通省との調整

・新技術の技術助言

・請負業者間の調整

専 門

チーム

設計コンサルタント（橋梁概略照査）

請
負
業
者

請
負
業
者

請
負
業
者

※複数工区

関係機関

道路管理者

ﾗｲﾌﾗｲﾝ企業者

鉄道企業者

地元

監督提出、協議

立会、確認、調整

調査、助言
助言

協議折衝

ＰＲ・説明
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ＣＭ実施体制ＣＭ実施体制

社団法人 日本建設機械化協会
施工技術総合研究所

管理技術者：Ａ 現場技術員：Ｂ

品質管理
チ ー ム

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

設計
照査

専

門

チ

ー

ム

基礎工チーム

コンクリートチーム

橋梁上部工チーム

建設環境チーム

新技術・情報処理チーム

Ｃほか数名
（技術士等の有資格者）

Ｇほか数名
（技術士等の有資格者）

Ｆほか数名
（技術士等の有資格者）

Ｅほか数名
（技術士等の有資格者）

Ｄほか数名
（技術士等の有資格者）
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これまでの実施内容これまでの実施内容

１．施工計画書の照査１．施工計画書の照査

・すべての施工計画書のチェック・すべての施工計画書のチェック

・橋脚基礎コンクリートの温度応力解析照査・橋脚基礎コンクリートの温度応力解析照査

２．現場立会による品質の確認（材料、施工）２．現場立会による品質の確認（材料、施工）

・回転圧入鋼管杭の打止め管理手法（案）の作成・回転圧入鋼管杭の打止め管理手法（案）の作成

３．情報共有システム３．情報共有システム((QubeQube))導入による全体工程情報の提供導入による全体工程情報の提供

・複数工区の情報の共有、全体連絡調整会議のサポート・複数工区の情報の共有、全体連絡調整会議のサポート

４．国土交通省との協議補助４．国土交通省との協議補助

・回転圧入鋼管杭の材質と肉厚の変更協議（杭長や硬質中間砂礫層を考慮）・回転圧入鋼管杭の材質と肉厚の変更協議（杭長や硬質中間砂礫層を考慮）

５．技術的課題の抽出、情報収集５．技術的課題の抽出、情報収集

・橋脚フーチング周辺の段差対策の検討・橋脚フーチング周辺の段差対策の検討

（最適な対策工の選定、試験施工の計画）（最適な対策工の選定、試験施工の計画）

・他事業でのＰＭ、ＣＭ調査・他事業でのＰＭ、ＣＭ調査

（現地訪問により、事業の進め方についてのヒアリング）（現地訪問により、事業の進め方についてのヒアリング）
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情報共有システム共有システム（Qube）の開発の狙いの開発の狙い
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連絡調整会議での利用画面

情報共有システム（ Qube）の利用状況
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休日作業届けの電子決裁画面

情報共有システム情報共有システム（（ QubeQube））の利用状況の利用状況
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ＣＭＲが役割を発揮するための課題ＣＭＲが役割を発揮するための課題

１．マネジメント業務内容の標準化１．マネジメント業務内容の標準化

ＣＭＲ、発注者、施工会社の役割・リスク分担を明確にするためにＣＭＲ、発注者、施工会社の役割・リスク分担を明確にするために
標準契約約款を整備し、基本的な標準契約約款を整備し、基本的な仕組みの統一仕組みの統一を図る。を図る。

２．ＣＭＲの要件と評価方法の確立２．ＣＭＲの要件と評価方法の確立

ＣＭＲが行う業務は、従来の設計やコンサルティング業務と内容がＣＭＲが行う業務は、従来の設計やコンサルティング業務と内容が
異なる部分が多いため、異なる部分が多いため、ＣＭＲに求められる要件ＣＭＲに求められる要件を明確にする。まを明確にする。ま
た、ＣＭ成果に対する評価の視点・た、ＣＭ成果に対する評価の視点・評価方法評価方法を明確にする。を明確にする。

３．ＣＭＲの業務費用の積算方法の確立３．ＣＭＲの業務費用の積算方法の確立

各発注機関で各発注機関で積算積算が円滑に実施できるよう、技術経費やインセンが円滑に実施できるよう、技術経費やインセン
ティブ付与の基本的な考え方を整理して、マネジメント業務締結のティブ付与の基本的な考え方を整理して、マネジメント業務締結の
枠組みを整備枠組みを整備し、ＣＭＲが的確な報酬を得られるようにする。し、ＣＭＲが的確な報酬を得られるようにする。
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ご静聴ありがとうございました


